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平
成
29
年

山
口
市
主
な
出
来
事

1月2月3月

8月9月10月 6月7月

【【写真４写真４写真４】48 年ぶりの快挙を遂げた本市】48 年ぶりの快挙を遂げた本市
ゆかりの石川佳純選手と吉村真晴選手ゆかりの石川佳純選手と吉村真晴選手

【写真２】歴史巡りの庭と、多目的
広場が整備された山口市菜香亭

【【写真１写真１写真１】新山口駅北地区拠点施設の】新山口駅北地区拠点施設の
イメージ図（新山口駅在来線側）イメージ図（新山口駅在来線側）

【【写真５写真５写真５】】ＤＣオープニングイベントオープニングイベント
でにぎわう新山口駅南北自由通路でにぎわう新山口駅南北自由通路

　

皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
今
年
は
ど
ん
な
一
年
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

本
市
で
は
、
山
口
・
小
郡
両
都
市
核
、
21
地
域
の
個
性
や
特
長
を
際
立
た
せ
、
両
都
市
間

や
各
地
域
と
の
対
流
を
促
す
た
め
の
、県
都
と
し
て
の
都
市
づ
く
り
が
大
き
く
進
み
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
30
年
度
か
ら
39
年
度
ま
で
の
10
年
間
の
山
口
市
全
体
の
計
画
と
な
る
「
第
二
次

山
口
市
総
合
計
画
」
や
「
第
二
次
行
政
改
革
大
綱
」
の
策
定
を
進
め
る
な
ど
、
創
造
と
改
革

へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

問 

広
報
広
聴
課 

☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
５
３

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
竹
内
知
明
隊
員
が
着
任
（
13

日
）
■
留
学
生
９
人
を
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
大
使
に
委
嘱

（
20
日
）
■
徳
地
青
少
年
自
然
の
家
と
地
域
振
興
等
の
発
展

に
関
す
る
連
携
協
定
を
締
結
（
27
日
）

第
９
回
や
ま
ぐ
ち
新
進
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
大
賞
を
吉
村
大
星

氏
に
贈
呈
（
6
日
）
■
山
口
市
本
庁
舎
の
整
備
に
関
す
る

検
討
委
員
会
か
ら
答
申
書
提
出
（
10
日
）
■
山
口
市
ス
ポ
ー

ツ
特
別
表
彰
・
山
口
市
体
育
協
会
表
彰
合
同
表
彰
式
を
開

催
（
14
日
）
■
ス
ペ
イ
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
セ
ミ
ナ
ー
開
催

（
16
日
）
■
山
口
情
報
芸
術
セ
ン
タ
ー
﹇
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
﹈
の

入
館
者
数
が
１
０
０
０
万
人
に
到
達
（
17
日
）
■
水
泳
ス

ペ
イ
ン
代
表
チ
ー
ム
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
地
が
本
市
に
決
定

（
20
日
）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
松
野
郁
子
隊
員
と
藤
岡
臣
隊

員
が
着
任
（
１
日
）
■
山
口
市
美
術
展
覧
会
で
吉
田
崇
宏

氏
が
大
賞
を
受
賞
（
５
日
）
■
避
難
所
等
を
掲
載
し
た
防

災
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
を
市
内
全
戸
・
全
事
業
所
に
配
布
（
10

日
）
■
株
式
会
社
北
海
小
型
運
輸
が
陶
地
域
に
進
出
を
決

定
（
16
日
）
■
花
王
株
式
会
社
・
花
王
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

株
式
会
社
が
鋳
銭
司
団
地
内
の
事
業
所
設
備
増
設
を
決
定

（
17
日
）
■
大
浦
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
完
成
記
念
式

典
を
開
催
（
19
日
）
■
株
式
会
社
エ
ヌ
エ
フ
回
路
設
計
ブ

ロ
ッ
ク
が
山
口
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
に
進
出
を
決
定
（
21
日
）

■
大
歳
駅
前
駐
輪
場
を
レ
ノ
フ
ァ
カ
ラ
ー
に
整
備
（
22
日
）

■
新
山
口
駅
北
地
区
拠
点
施
設
整
備
の
事
業
候
補
者
を
決

定
（
23
日
）【
写
真
１
】
■
山
口
県
央
連
携
都
市
圏
域
連
携

る
（
25
日
）
■
山
口
県
立
大
学
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
支

援
セ
ン
タ
ー
」
稼
動
（
30
日
）
■
本
市
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

の
参
加
者
が
目
標
を
大
幅
に
上
回
っ
て
13
万
人
を
超
え
、

対
戦
相
手
の
東
京
都
狛
江
市
に
勝
利
（
31
日
）

「
幕
末
維
新
が
わ
か
る
本 

山
口
市
版
」
を
発
売
（
１
日
）
■

第
４
回
山
口
市
景
観
賞
で
景
観
優
良
建
築
物
を
表
彰（
４
日
）

九
州
北
部
豪
雨
へ
の
災
害
派
遣
開
始
（
６
日
）
■
厚
生
労

働
省
山
口
労
働
局
と
就
業
支
援
の
強
化
を
図
る
山
口
市
雇

用
対
策
協
定
を
締
結
（
７
日
）
■
吉
村
真
晴
選
手
・
石
川

佳
純
選
手
「
金
メ
ダ
ル
お
め
で
と
う
！
凱
旋
市
民
報
告
会
」

を
開
催
（
15
日
）【
写
真
４
】
■
角
一
化
成
株
式
会
社
が
鋳

銭
司
団
地
内
の
事
業
所
増
設
を
決
定
（
18
日
）

ス
ペ
イ
ン
出
身
の
マ
リ
ア
・
ル
ビ
オ
さ
ん
が
国
際
交
流
員

に
着
任
（
４
日
）
■
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
コ
ー
ヒ
ー
山
口
市

中
央
公
園
店
オ
ー
プ
ン
（
18
日
）
■
消
防
ブ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
山
口
を
初
開
催
（
26
日
）

幕
末
維
新
や
ま
ぐ
ち
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
（
Ｄ
Ｃ
）
開
始
（
１
日
）【
写
真
５
】
■
広
報
誌
「
山
口

ヒ
ス
ト
リ
ア
」
創
刊
号
発
行
（
15
日
）
■
山
口
学
芸
大
学
・

山
口
芸
術
短
期
大
学
と
地
域
課
題
・
地
域
政
策
に
関
す
る

包
括
連
携
協
定
を
締
結
（
27
日
）

福
祉
優
待
バ
ス
乗
車
証
の
利
用
区
間
を
市
内
と
市
外
間
へ

拡
大
（
１
日
）
■
中
原
中
也
生
誕
１
１
０
年
記
念
事
業 

文

問
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4月5月

11月

【【写真６写真６写真６】移住者の目線で本市の魅力】移住者の目線で本市の魅力
について話す地域おこし協力隊等について話す地域おこし協力隊等

【【写真３写真３写真３】都市計画道路東山通り】都市計画道路東山通り
下矢原線の開通式下矢原線の開通式

協
約
を
締
結
・
山
口
県
央
連
携
都
市
圏
域
ビ
ジ
ョ
ン
を
策

定
（
30
日
）

新
山
口
駅
南
に
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
（
あ
す
な
ろ
第
１
教

室
）
を
新
築
移
転
（
１
日
）
■
移
住
者
の
相
談
等
を
行
う
定

住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
２
人
に
委
嘱
（
５
日
）
■
続
日
本

１
０
０
名
城
に
大
内
氏
館
と
高
嶺
城
が
選
定
（
６
日
）
■
山

口
市
菜
香
亭
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
（
16
日
）【
写
真

２
】■
東
山
通
り
下
矢
原
線
が
部
分
開
通（
19
日
）【
写
真
３
】

■
第
22
回
中
原
中
也
賞
を
野
崎
有
以
氏
に
贈
呈
（
29
日
）

森
林
セ
ラ
ピ
ー
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
10
周
年
記
念
式
典
を

開
催
（
７
日
）
■
山
口
市
働
く
婦
人
の
家
開
館
30
周
年
記

念
式
典
を
開
催
（
13
日
）
■
レ
ノ
フ
ァ
山
口
と
県
内
19
市

町
・
イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
が
ま
ち
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
包
括
連
携
協
定
を
締
結
（
13
日
）
■
鋳
銭
司
地
域
に
新

た
な
産
業
団
地
を
整
備
す
る
こ
と
を
決
定
（
25
日
）
■
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ペ
ー
ス
赤
れ
ん
が
開
館
25
周
年
を
迎
え

豪
ス
ト
レ
イ
ド
ッ
グ
ス
×
中
原
中
也
記
念
館
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
in
湯
田
温
泉
を
開
催
（
４
日
）
■
芦
森
工
業
株
式
会

社
が
山
口
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
に
新
事
業
所
建
設
を
決
定
（
５

日
）
■
道
の
駅
「
長
門
峡
」
開
業
20
周
年
記
念
式
典
を
開

催
（
７
日
）
■
第
二
次
山
口
市
総
合
計
画
に
係
る
「
大
好

き
な
ま
ち
山
口
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
小
中
学
生
29
人
を

表
彰
（
14
日
）
■
地
域
お
こ
し
協
力
隊
フ
ェ
ス
「
み
ん
な

の
チ
イ
キ
オ
コ
シ
」
を
初
開
催
（
21
日
）【
写
真
６
】

証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
開
始
（
１
日
）
■
水
泳

ス
ペ
イ
ン
代
表
チ
ー
ム
が
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ａ
ス
イ
ミ
ン
グ
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
２
０
１
７
東
京
大
会
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
の
た
め

来
山
（
２
日
）
■
子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
に
お

け
る
一
部
手
続
の
電
子
申
請
の
受
付
開
始
（
13
日
）
■

第
２
回
山
口
市
地
方
創
生
推
進
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催

（
23
日
）
■
全
国
Ｓ
Ｌ
サ
ミ
ッ
ト
in
や
ま
ぐ
ち
記
念
式
典
を

開
催
（
24
日
）
■
蒸
気
機
関
車
Ｄ
51
が
山
口
線
で
44
年
ぶ

り
に
復
活
運
転
（
25
日
）

ピックアップ

平成 29 年 3 月 30 日、山口市、宇部市、萩市、
防府市、美祢市、山陽小野田市、島根県津和野
町の 7 市町は、山口県央連携都市圏域連携協約
を締結し、山口県央連携都市圏域ビジョンを策
定しました。圏域内の住民の皆さんの安心かつ
快適な暮らしと、地域の活性化や持続可能な経
済を目指し、近隣の自治体同士が連携して活力
ある社会経済の維持に取り組んでいます。

山口県央連携都市圏域連携協約を締結
山口県央連携都市圏域ビジョンを策定

山口情報芸術センター［YCAM］の
入館者数が 1000 万人に到達

平成 15 年 11 月１
日に開館した山口
情報芸術センター
の入館者数が、お
よ そ 13 年 3 カ 月
で、1000 万 人 に
到達しました。山
口 情 報 芸 術 セ ン
タ ー は 開 館 以 来、

メディア・テクノロジーを活用した最先端の研
究を進めながら、子どもの遊び場「コロガル公
園」やワークショップを通じて、身近で親しみ
やすい教育普及活動などを行っています。

水泳スペイン代表チームの
事前キャンプ地に本市が決定

東 京 2020 オ リ
ンピックパラリ
ンピックにおい
て、本市が水泳ス
ペイン代表チー
ムの事前キャン
プ地に決定しま

した。これを受けて、平成 29 年 11 月 2 日から
12 日には、初めての事前キャンプのために監督
や選手が来山され、山口きらら博記念公園水泳
プールなどでのトレーニングのほか、中心商店街
で行った「HOLA! やまぐちスペインフィエスタ」
や水泳教室等で市民の皆さんと交流されました。
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３年前に良城小の全校児童に夏休み
の宿題として「吉敷のお宝」を探す
よう依頼。集まった約１,２００件の情
報をもとに編集し、散策マップもつ
けた地域散策ガイドブック「吉敷さ
んぽ」を発行しました。

吉敷  「吉敷さんぽ」を発行

９月１６日、県消防学校グラウンドで
県消防操法大会が開催されました。
佐山分団は市を代表して「ポンプ車
基本操法の部」に出場し、見事３位
に入賞しました。

佐山  県消防操法大会で３位
９月 10 日、平川地域は本年度の市
民体育大会において、陸上レクスポ、
バレーボールの２種目で優勝しまし
た。慰労会ではくす玉が割られ、大
変盛り上がりました。

平川  市民体育大会で優勝

「二島地区まちづくりアンケート」の
結果を受け、住宅・空き家問題の課
題解決のため、二島定住促進委員会

「住もう家」が中心となり、空き家
バンク制度を導入しました。

秋穂二島  空き家対策始まる

明治維新 150 年を記念し、大歳史
談会を中心に大歳の自然・歴史散
策マップ、大歳の人物に関する冊
子を作成中です。マップは１２月末、
冊子は来年３月の完成予定です。

大歳  記念マップ・冊子作成中

１０月８日、ＮＨＫ全国学校音楽コンクー
ル・全国コンクール小学校の部に中
国ブロック代表として出場し、夢の大
舞台ＮＨＫホールで「大殿健児」らし
い美しいハーモニーを響かせました。

大殿  大殿小合唱部、優良賞

仁保の有史から現在までを写真やイ
ラストで分かりやすく紹介した「ふ
るさと仁保」を発行しました。また、
発行を記念した歴史講演会では、「郷
土のことが改めてよくわかった」と
の声が聞かれました。

仁保　「ふるさと仁保」を発行

10 月 4 日、国際交流員のマリアさん
から、スペインの郷土料理「パエリア」
の作り方を教わりました。完成したパ
エリアはとってもおいしくて、マリアさ
んとのおしゃべりも盛り上がりました。

名田島  パエリア作りで交流
前身の「明治青年大学」から数えて、
今年で５０周年を迎えました。「長寿
の秘訣は、生きがい対策」を主旨に、
一般教養から趣味に関する内容まで
多岐にわたり、現在も１００人を超え
る参加があります。

小郡  おごおり高齢者学級

毎週１回、赤ちゃんとお母さんが湯
田中を訪れて、生徒の皆さんと交流
しています。先進的な事例として注
目されており、県内外から多くの視
察がありました。

湯田  湯田中学校ひろば大人気
6 月 29 日、30 日、 嘉川・興進両
小の４年を対象に防災学習を行いまし
た。児童は、災害の恐ろしさや自分
の命を守る行動などを学び、図上訓
練や非常食の試食も行ないました。

嘉川  小学生の防災学習

大内地区健康体育祭の優勝旗を新
調しました。今年は台風の影響で体
育祭が中止となりましたが、来年は、
新しい深紅の優勝旗をかけて熱い闘
いが繰り広げられることでしょう。

大内  優勝旗を新調
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各地域から届いた、市内 21 地域の今年いち
ばんの話題を写真と共にご紹介します。
伝統芸能の継承、安全対策に向けた取り組み、
新たなイベントへの挑戦、地元を盛り上げよ
うという地域の力を感じるニュースがたくさ
んありました。
 　広報広聴課☎ 083-934-2753

私たちの地域の

9 月 3 日、あいおえび狩り世界選手
権大会を開催しました。30 倍を超
える確率で当選を勝ち取った 1,600
人の皆さんが、約 16,000 尾の車
えび争奪に挑みました。 優勝者は
135 尾を捕まえました。

秋穂  えびを求めてファン集まる
陶地域の伝統民俗芸能「陶腰輪踊り」
の伝承者の養成等を目的とした「陶
腰輪踊保存会」が、地域文化功労
者表彰を受賞しました。保存会の地
域文化の保存・伝承等に対する功績
が認められたものです。

陶  文部科学大臣表彰を受賞
7 月23日、阿東運動広場特設ステー
ジで、災害復興祈念「あとう夏フェス」
を開催しました。あとう夢語太鼓や
山口大学と県立大学のよさこいサー
クルなどが出演し、会場を盛り上げ
ました。

阿東  あとう夏フェス

１０月１５日、第３回とくぢ伝統芸能
まつりを開催し、中央小６年による
徳地人形浄瑠璃、刀祢（柚木刀迫）
の獅子舞をはじめ、秋穂、周南市の
伝統芸能の披露や徳地和紙を使った
作品の紹介も行いました。

徳地  とくぢ伝統芸能まつり

ＤＣの開催にあわせて、やまぐちえ
き応援イベント実行委員会による、
ＳＬ「やまぐち」号のおもてなしイベ
ントを開催しました。乗客の皆さん
は大変喜んでいました。

白石  SＬを、おもてなし

７月１日、宮野駅が開業１００周年を
迎え、同駅で記念イベントを開催し
ました。記念式典や県立大学生によ
る着物喫茶、子ども駅長、もちまき、
ＳＬカーや宮野駅に関する写真・資料
の展示などを行いました。

宮野  宮野駅が開業１００周年

小鯖のゆるキャラ「さばろっち」が
ゆるキャラグランプリ２０１７にエント
リー。さばろっちポロシャツを着た
サポーターと一緒に、いろんなイベ
ントで小鯖の魅力を発信しました。

小鯖  さばろっちが魅力発信
昨年の貨幣「和同開珎」に加え、大
村益次郎の家紋「桔梗紋」の砂絵を
干潟に描きました。９月下旬の完成
から水没するまでの約１カ月間、多く
の見学者でにぎわいました。

鋳銭司  長沢池に巨大砂絵出現

阿知須  水泳スペイン代表と交流
11 月 12 日、きらら博記念公園水泳
プールで事前キャンプを行っていた選
手団が、あじすふれあいまつりに参
加され、もちまき等を楽しんでいまし
た。また地域からは応援メッセージを
寄せ書きした国旗を贈呈しました。

一
い ち だ い

大ニュース
問

撮影 山口晋
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「ずっと大好き 笑顔いっぱいの山口市」
附属山口小６年　石井 鈴菜さん

コ
ン
ク
ー
ル
の
テ
ー
マ
を
聞
い
て
、
今

あ
る
も
の
を
題
材
に
し
よ
う
か
悩
み
ま

し
た
が
、ず
っ
と
自
然
が
豊
か
で
、も
っ

と
楽
し
い
未
来
に
な
っ
た
ら
い
い
な

と
思
い
、
理
想
の
山
口
市
を
描
き
ま

し
た
。
私
は
音
楽
や
演
劇
が
大
好
き
な

の
で
、
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
る

施
設
が
近
く
に
あ
れ
ば
い
い
の
に
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
左
下
に
描

い
た
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
で
す
。
こ

の
場
所
に
、
い
ろ
い
ろ
な
学
校
や
地

域
の
人
た
ち
が

集
ま
っ
て
、も
っ

と
笑
顔
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
い

う
願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

将
来
に
わ
た
っ
て
残

し
た
い
も
の
を
周
り

に
描
い
て
、
理
想
の

未
来
の
山
口
を
中
心

に
描
き
ま
し
た
。
山

口
市
に
は
、
瑠
璃
光

寺
五
重
塔
や
湯
田
温
泉
な
ど
の
観
光
地
も
多
い
で
す
し
、
右
下
に
描
い
た
中
原
中
也
や
卓
球

選
手
の
活
躍
な
ど
、
誇
れ
る
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
外
郎
の
製
造
過
程
を

見
ら
れ
る
場
所
が
あ
っ
た
ら
お
も
し
ろ
い
か
な
と
思
い
、
一
番
上
に
描
き
ま
し
た
。
今
あ
る

も
の
や
こ
れ
か
ら
作
る
も
の
を
も
っ
と
活
用
し
て
、
多
く
の
方
が
山
口
に
来
て
く
だ
さ
っ
た

ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

「ずっと大好き 笑顔いっぱいの山口市」

「未来へむかってかわる山口
かわらないぼくのふるさと」

陶小 3 年　冨村 祥太朗さん

「花火を見ながら」
附属山口中 2 年　福田 遥さん

「大好きな町」
嘉川小 6 年　三輪 恵子さん

「輝く、山口。」
白石中３年　佐藤 希さん

　小学校高学年の部 最優秀賞 　中学生の部 最優秀賞

う
願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

　　企画経営課☎ 083-934-2747

「これが私のふるさとだ 山口」をテーマとして、「大好きなまち山口絵画コンクール」を行い、
507 点の応募をいただきました。このコンクールは、平成 30 年度からの次なる 10 年のまち
づくりを進める上での指針となる「第二次山口市総合計画」の策定に向けた取り組みのひとつ
として、将来を担う市内の小中学生に、山口市の未来に対する思いや考えを描いてもらったも
のです。最優秀賞を受賞した皆さんの心に残っている山口市や、思い描く山口市はどういった
ものなのかなど、絵画に込めた思いを紹介します。

絵で伝える 僕たち・私たちの思い

　中学生の部 最優秀賞

小学校高学年の部 優秀賞 中学生の部 優秀賞小学校中学年の部 優秀賞

問

　中学生の部 最優秀賞　中学生の部 最優秀賞　小学校高学年の部 最優秀賞
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「自然と音楽のまち - やまぐち -」
小郡小 2 年　山根 五十鈴さん

「自然と音楽のまち - やまぐち -」「レノファ　J1 めざして
みんなで応援！！」

良城小 5 年　浦 ことみさん

「うんどう大好き 山口市」
阿知須小２年　向山 拓実さん

た
く
さ
ん
の
人
が

運
動
を
楽
し
ん
で
、

仲
良
く
な
れ
た
ら

い
い
な
と
思
っ
て

描
き
ま
し
た
。
大

好
き
な
レ
ノ
フ
ァ

に
こ
れ
か
ら
も
が

ん
ば
っ
て
も
ら
い

た
い
の
で
、
応
援

団
を
特
に
力
を
入

れ
て
描
き
ま
し
た
。

「うんどう大好き 山口市」 「山口のちょうちん祭」
附属山口小４年　谷川 煌さん

去
年
の
夏
休
み
に

家
族
で
見
た
ち
ょ

う
ち
ん
祭
り
で
の

風
景
を
絵
に
し
ま

し
た
。
す
ご
く
き

れ
い
で
、
一
番
心

に
残
っ
て
い
ま
す
。

ち
ょ
う
ち
ん
の
光

で
暗
い
夜
空
も
明

る
く
見
え
ま
し
た
。

ず
っ
と
残
し
た
い

な
と
思
い
ま
す
。

入賞作品はウェブサイ

トで紹介しています。

【大好きなまち山口】

で検索

　小学校低学年の部 最優秀賞 　小学校中学年の部 最優秀賞

「山口のちょうちん祭」

　小学校中学年の部 最優秀賞

小学校低学年の部 優秀賞レノファ賞

　小学校中学年の部 最優秀賞　小学校中学年の部 最優秀賞　小学校低学年の部 最優秀賞　小学校低学年の部 最優秀賞

10 月 14 日に行った入賞者の皆さんの表彰式
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③ -2 職員給与費の状況（特殊勤務手当・時間外勤務手当）
区分 内　容

特殊
勤務手当

支 給 総 額　　　　　　　　　　　　　　82,461 千 円
支給対象職員 1 人当たり平均支給年額 　  　132 千円
職員全体に占める手当支給職位の割合  　　41.5％
※税務事務従事手当、環境衛生業務手当、福祉事務手 
　当など 17 種類があります。

時間外
勤務手当

支 給 総 額　　　　　　　　　　　  　387,846 千 円
職 員 1 人 当 た り 平 均 支 給 年 額　　　　  258 千 円

④ 一般行政職のラスパイレス指数※の状況

24年度 25年度 26年度 27年度 28年度
参考値 参考値

108.8 100.5 107.9 99.6 100.6 100.4 101.6
※ラスパイレス指数は、国家公務員の給与水準を 100 とした場合の

給与水準です。また、参考値は、国の給与減額前でラスパイレス
比較を行った場合の値です。

（5）職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
① 勤務時間等について

区分 内　容
勤務時間 8 時 30 分～ 17 時 15 分
休憩時間 12 時～ 13 時（1 時間）
週休日 土・日曜

休　日 「国民の祝日に関する法律」に規定する休日と年末年始
（12 月 29 日から翌年の 1 月 3 日まで）

※交代制勤務の職場などは、上記と異なる場合があります。

② 休暇制度等について
区分 内　容

年次有給
休暇

1 年につき 20 日間を付与。新規採用職員は 15 日間を
付与

病気休暇

負傷や疾病のため療養する必要があり、勤務しないこ
とがやむを得ないと認められる場合の休暇。公務によ
る負傷・疾病、結核性疾患に該当する場合は 1 年、私
傷病に該当する場合は 90 日を与えることができます。

特別休暇 結婚、出産、忌引など、特別の理由により勤務しない
ことが相当である場合の休暇。

（6）職員の分限・懲戒処分の状況
「分限処分」は公務の能率の維持を目的とした処分で、「懲戒
処分」は職員が一定の義務違反を行った場合に責任を問うた
めの制裁的処分です。
① 分限処分者数　　　　　　　　　  　　　　　　（単位：人）

処　分 人　数 具体的事由
免　職 0
降　任 0
休　職 18 心身の故障のため
降　級 0
合　計 18

② 懲戒処分者数　　　　　　　　　　  　　　　　（単位：人）
処　分 服務違反関係 道路交通法違反 合　計
免　職 0 0 0
停　職 0 0 0
減　給 2 0 2
戒　告 0 5 5
合　計 2 5 7

※公務外の行為に対する処分を含む。

（7）職員の服務の状況
地方公務員法の規定により、次のような職務上の義務があり
ます。
・法令等および上司の職務上の命令に従う義務
・信用失墜行為の禁止
・秘密を守る義務
・職務に専念する義務
・政治的行為の制限
・争議行為等の禁止
・営利企業等への従事制限

（8）職員研修と勤務成績の評定の状況
① 職員研修について
　地方分権の進展による新たな業務に対応し、住民サービス

を向上させるため、職員が個々の能力を一層高める必要が
あります。
区分 内　容 受講者数

一般研修
一般職員や係長級などの各階層で要求さ
れる能力を習得するため、対象全職員に
実施した研修。

延べ 280 人
（9 コース）

特別研修 政策形成研修、接遇研修など、広く市政
全般に目を向けて実施した研修。

延べ 829 人
（13 コース）

派遣研修
高度な専門知識の習得、組織を支える専
門家「スペシャリスト」の育成などを重
視し派遣した研修。

延べ 131 人
（66 コース）

② 人事評価システムについて
　平成 23 年度から本格実施しており、評価結果を配置、昇任、

昇給等に活用しています。これらの取り組みにより、職員
全員の意欲と能力を最大限に引き出し、活用することで、公
務の効果的・効率的な運営を図ってまいります。

（9）職員の福祉と利益の保護の状況
① 安全衛生管理体制の状況
　「労働安全衛生法」「市職員健康管理規程」等の規定に基づき、

安全衛生委員会と衛生委員会を設置し、快適な作業環境の
整備、職員の安全と健康の確保などの労働安全衛生管理に
努めています。また毎月 1 回、産業医による健康相談・メ
ンタルヘルス相談事業を実施しています。

② 福利厚生事業の状況
　「地方公務員法」の規定に基づき、職員の元気回復のための

事業等を計画的に実施するため「山口市等職員共済会（会
員数 1,780 人」を設置しています。毎月の職員の会費（給
料の 1,000 分の 2、計約 1,403 万円）を財源に各種給付事
業を、市等からの交付金（約 413 万円）を財源に健康管理
等を行っています。

③ 公務災害補償の状況
加入団体 公務災害 通勤災害 計

地方公務員災害補償基金山口県支部 13 件 1 件 14 件

（10）公平委員会の業務の状況
① 勤務条件に関する措置の要求の状況
　実績なし
② 不利益処分に関する不服申し立ての状況
　実績なし

職員の任用、職員数、給与、勤務時間その他の勤務条件など、平成 28 年度の人事行政の運営等の状況を公表します。
これは、市の人事行政運営における公正性、透明性を高めるため「地方公務員法」「市人事行政の運営等の状況の
公表に関する条例」に基づき公表するものです。

　職員課 ☎ 083-934-2727

（4）職員の休業に関する状況
休業制度については、育児休業お
よび自己啓発等休業、配偶者同行
休業などを設けており、それぞれ
の取得状況については右表のとお
りです。

〈主な休業の取得状況〉
休業種類 取得者数

育 児 休 業 43
育児部分休業 16
自己啓発等休業 0
配偶者同行休業 0

問
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③ -1 職員手当の状況
区　分 山　口　市 国

期末手当
勤勉手当

（27年度支給割合）

期末手当…2.6 月分（1.45 月分）　　勤勉手当…1.7 月分（0.8 月分）
同左職制上の段階、職務の級等による加算措置…有

（ ）内は、再任用短時間勤務職員に係る支給割合です。

退職手当
（支給率）

勤続 20 年
勤続 25 年
勤続 35 年
最高限度額

   自己都合
20.445 月分
29.145 月分
41.325 月分
49.59   月分

勧奨・定年
25.55625 月分
34.58250 月分
49.59 　0 月分
49.590     月分

同左

【その他加算措置】
・定年前早期退職特例措置 2 ～ 45％加算

扶養手当

配偶者
配偶者以外の扶養親族
配偶者がいない場合（1 人まで）

13,000 円
6,500 円

11,000 円 同左
満16歳の年度初めから満22歳の年度末までの子  1人につき 5,000 円加算

住居手当 借家…3,000 円～ 27,000 円
自宅…1,000 円（新築の場合は 2,500 円） 借家（家賃12,000 円以上）…最高 27,000 円まで

通勤手当 交通機関支給限度…65,000 円
交通用具…片道２～ 78㎞を 28 区分し、3,500 円～ 47,500 円を支給

交通機関支給限度…55,000 円
交通用具…片道 2 ～ 60㎞を 13 区分し、2,000
円～ 31,600 円を支給

（3）職員の給与状況
① 人件費の状況（平成 28 年度普通会計決算）
住民基本台帳人
口（平成 29 年 3
月 31 日現在）

歳出額
（A）

実　質
収支額

人件費
（B）

人件費率
（B/A）

人
192,692

千円
77,600,857

千円
755,174

千円
13,435,428

％
17.3

※人件費には、特別職に支給する給料・報酬を含みます。

② 職員給与費の状況（平成 28 年度普通会計決算）
職員数
（A）

給 与 費 1 人当た
り給与費
（B/A）給　料 職員手当 期末手当

勤勉手当
給与費計
（B）

人
1,505

千円
6,062,066

千円
1,173,523

千円
2,367,015

千円
9,602,604

千円
6,380

※職員手当には、児童手当と退職手当は含みません。職員数は、平成 28 年
4 月 1 日現在の人数です。  給料の 0.3 ～ 2.0％減額を行っています。

平成 28 年度の 人事行政の運営等の状況報告
（1）職員の任免と職員数に関する状況

① 採用・退職者数
時　点 行政

事務等 土　木 保健師 保育士・
幼稚園教諭 消　防 文化財

主事 建　築 環境衛生
整備員

給食調理
員等

社会
福祉士 その他※1 合　計

27年度退職者数 25 5 2 4 3 0 0 1 1 0 1 42
28年度採用者数 18 2 2 6 2 0 0 0 3 1 2 36

増減数 ▲ 7 ▲ 3 0 2 ▲ 1 0 0 ▲ 1 2 1 1 ▲ 6

（単位：人）
【参考】

再任用職員
14
20
6

② 職員数
時　点 行政

事務等 土　木 保健師 保育士・
幼稚園教諭 消　防 文化財

主事 建　築 環境衛生
整備員

給食調理
員等

社会
福祉士 その他※1 合　計

平成27年 4月1日 910 147 52 137 236 8 28 76 73 5 18 1,690
平成28年 4月1日 903 144 52 139 235 8 28 75 75 6 19 1,684

増減数 ▲ 7 ▲ 3 0 2 ▲ 1 0 0 ▲ 1 2 1 1 ▲ 6
    

（単位：人）
【参考】

再任用職員
70
76
6

（2）職員の競争試験と選考の状況（平成 28 年度実施　平成 29 年 4 月 1 日採用） 　　　　　　　　　 　   （単位：人）

試験区分 試験職種 採用予定人数 応募者数 一次試験 二次試験 三次試験 採用者数受験者数 合格者数 受験者数 合格者数 受験者数 合格者数

大学卒業程度

行　政（特別枠） 7 人程度 136 93 41 32 17 16 10 10
行　政 7 人程度 174 121 42 41 18 10 10 6

土　木（先行枠） 3 人程度 8 6 5 5 4 3 3 2
土　木 3 人程度 14 6 5 4 3 0 0

建　築（先行枠） 1 人程度 7 4 3 2 2 2 1 0
建　築 1 人程度 7 4 3 2 2 1 1 1
消　防 1 人程度 10 6 5 5 3 2 2 2

高校卒業程度 行　政 2 人程度 40 34 25 23 14 14 5 5
消　防 1 人程度 11 10 5 5 2 2 1 0

専門職
保健師 1 人程度 9 9 4 4 3 3 3 2

社会福祉士 2 人程度 7 3 3 3 3 3 2 2
保育士・幼稚園教諭 7 人程度 34 29 19 18 13 13 9 8

社会人枠 土　木 若干名 6 6 3 3 3 2

技能 環境衛生整備員 若干名 27 26 4 4 2 2
給食調理員 若干名 19 15 3 3 1 1

※1 介護福祉士、電気、水質管理等の職種
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山
口
市
新
本
庁
舎
の
整
備
に
関
す
る
基
本
方
針
案

　

「
山
口
市
新
本
庁
舎
整
備
基
本

方
針
（
案
）」
を
作
成
し
ま
し
た
。

基
本
方
針
は
、
検
討
委
員
会
の

答
申
や
本
市
全
体
の
発
展
に
つ

な
が
る
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
、

１
市
４
町
合
併
協
定
書
に
お
け

る
新
市
の
位
置
に
関
す
る
附
帯

決
議
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、

周
辺
へ
の
影
響
や
、
来
庁
者
の

安
全
性
・
利
便
性
、
総
事
業
費

等
の
観
点
か
ら
総
合
的
に
検
討

を
行
い
、
新
本
庁
舎
整
備
に
関

す
る
基
本
的
な
考
え
方
、
方
向

性
を
示
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
基
本
方
針
案
に
つ
い
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募

集
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）

し
ま
す
。

企
画
経
営
課 

☎
０
８
３ｰ

９
３
４ｰ

２
７
４
６

問

主な概要

新本庁舎の果たすべき役割が発揮できるよ
うな機能導入を基本に検討を行う
新本庁舎の役割を「誰もが利用しやすく、
親しみのある場の提供」「効率的で効果的な
執務空間の確保」「安全安心への対応」「環
境や景観への配慮」とし、今後、具体的な
導入機能を検討します。

2 役割・機能
新本庁舎を「現本庁舎敷地および中央駐車
場」に整備する
新本庁舎は山口総合支所を含めた整備とし
ます。また、中央駐車場を建て替え整備し
ます。今後、基本計画の策定や基本設計等
を行う中で、具体的な整備内容や配置等を
検討します。

1 整備手法

・事業手法
今後、ライフサイクルコストの抑制や品質
の確保、事業スケジュールなどを考慮し、
適切な事業手法を検討します。
・概算事業費及び財源
今後、新本庁舎の具体的な整備内容や配置
等を明らかにしていき、情報システム費や
備品費等を含めた概算事業費を算定します。
・事業スケジュール
今後、新本庁舎の具体的な姿を明らかにし
ていきながら、事業スケジュールを立てて
いきます。

4 整備の進め方

駐車場

新本庁舎

・配置する行政組織
現本庁舎に配置している組織に加え、狭あ
い化等により分庁化した組織などを集約す
ることを基本に、今後、検討します。
・延べ床面積
新本庁舎に配置する想定職員数（臨時職員
等を含む）を踏まえて算出した延床面積に、
市民への開放空間や防災拠点として必要な
延床面積を加えることを基本に、今後、検
討します。
・来庁者用駐車場
200 台程度の駐車台数を確保することを基
本に、今後、検討します。

3 規模

※配置イメージ（整備内容等は今後基本設計までに決定する予定）

スケジュール

 本庁舎整備 検索これまでの経緯等は本市ウェブサイト
内で「本庁舎整備」と検索してください。

② 基本方針案

③ 基本方針決定

④ 基本計画

⑤ 基本設計・実施設計

市で検討・検証

① 検討委員会答申

議会説明、パブリックコメント等

サビエル記念聖堂

附属山口中学校
市民会館

⑥ 建設工事

（平成29年度中）
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■募集期間
　11 月 29 日（水）～ 12 月 28 日（木・必着）
■閲覧場所　各総合支所市政情報コーナー、各地
域交流センター、担当課、またはウェブサイト
■意見提出　来所、郵送、FAX、E メール、ウェブ
サイト等のいずれかで、〒住所、氏名、タイトルに「○
○○○（案）への意見」と明記の上、書面で意見を、
担当課（〒 753-8650 亀山町 2-1）まで

市民の皆さんの意見をお聞かせください
市では、重要な計画等を策定する際に、市民の皆さんからの意見を募集しています。提出された意見に
対しては、市の考え方を公表します。皆さんの意見をお待ちしています。

本市の長期的なまちづくりの方向性を示す、第二次山口市
総合計画（平成30年度～平成39年度）の案への意見を募集します。
企 画 経 営 課 ☎ 083-934-2747　　083-934-2642

kikaku@city.yamaguchi.lg.jp

第二次山口市総合計画（案）①

男女共同参画社会基本法、女性活躍推進法および DV 防止
法に基づき策定する、第二次山口市男女共同参画基本計画
の案への意見を募集します。
人 権 推 進 課 ☎ 083-934-2767　　083-934-2867

jinken@city.yamaguchi.lg.jp

第二次山口市男女共同参画
基本計画（案）⑧

本市新本庁舎整備の基本方針の案への意見を募集します。
企 画 経 営 課 ☎ 083-934-2746　　083-934-2642

kikaku@city.yamaguchi.lg.jp

山口市新本庁舎整備基本方針（案）②

職員の定員管理の考え方を示す山口市定員管理計画（平成
30 年度～平成 34 年度）の案への意見を募集します。
職　 員 　課

山口市定員管理計画（案）④
本市の行政改革の基本的な方向性や考え方等を明らかにす
る第二次山口市行政改革大綱の案への意見を募集します。
行 革 推 進 課 ☎ 083-934-2909　　083-934-2944

gyokaku@city.yamaguchi.lg.jp

第二次山口市行政改革大綱（案）③

人権施策を総合的に推進するための方向性や方策等を示す
改定版の山口市人権推進指針の案への意見を募集します。
人 権 推 進 課 ☎ 083-934-2784　　083-934-2867

jinken@city.yamaguchi.lg.jp

山口市人権推進指針（案）⑦

将来の本市の姿を見据えた望ましい交通のあり方と取り組
み方針を示す、第二次山口市市民交通計画（山口市地域公
共交通網形成計画）の案への意見を募集します。
交 通 政 策 課 ☎ 083-934-2729　　083-934-2959

kotsu@city.yamaguchi.lg.jp

第二次山口市市民交通計画（案）⑤
空家等対策の推進に関する特別措置法及び山口市空家等対
策の推進に関する条例に基づく、本市の空家等対策に関す
る基本的な計画案への意見を募集します。
生 活 安 全 課 ☎ 083-934-2915　　083-934-2644

seikatu-a@city.yamaguchi.lg.jp

山口市空家等対策計画（案）⑥

本市の食料、農業および農村振興に関する施策を総合的か
つ計画的に推進するため、新たな食料・農業・農村振興プ
ランの案への意見を募集します。
農 林 政 策 課 ☎ 083-934-2815　　083-934-2651

n-seisaku@city.yamaguchi.lg.jp

山口市食料・農業・
農村振興プラン（案）⑨

※意見の内容と市の考え方は個人情報を除き、ウェブサイト
で公表します。分かりにくいものや匿名の意見には、市の
考え方を示しません。また、個々の意見に直接の回答は行
いません。

意見提出はウェブサイトからが簡単！
定型フォームに入力するだけで提出できます

2.「現在募集または募
集を予定している案
件」をクリック

1. ウェブサイトトップ
ページ下方のバナー
をクリック

パブリック
コメント

（意見募集）

　　　　　　  ☎083-934-2727　　083-934-2642
   shoku@city.yamaguchi.lg.jp
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わ
が
ま
ち
も
、
と
な
り
ま
ち
も
、
ぐ
る
っ
と
再
発
見
！

■日時　12 月 23 日（土・祝）16 時から
■場所　ときわ遊園地
■内容　イルミネーション

コンテスト表彰式、クリ
スマスプレゼント抽選会

（抽選券配布 15 時から先
着 1,000 人）など

問 宇部市ときわ公園管理課
　☎ 0836-54-0551

防府市からは
灯りの下でコンサート

クリスマスツリーの「灯り」の下で恒例のクリスマスコンサー
トを開催します。
■日時　12 月 16 日（土）16 時から
■場所　アスピラート　防府市戎町一丁目 1-28
※ 12 月は、アスピラート、駅通り、
うめてらす周辺でイルミネーショ
ン等が楽しめます。
問 光と音のページェント実行委員会

（防府商工会議所内）
☎ 0835-22-4352

府
防

部
宇

山口市からは
菜香亭キモノカフェ 口

山
ぐるっと

再発見
！

宇部市からは
クリスマスフェスタ

本市では、「12 月、山口市はクリスマ
ス市になる。」を合言葉にさまざまなイ
ベントを開催しています。
菜香亭ではすっかりおなじみになった、
着物にエプロンを着用したメイドさん
のおもてなしによるキモノカフェ。12
月は、「サビエルからの贈り物 2017」
と題し、古くからスペインでクリスマ
スに食されるポルボルンを珈琲、紅茶、
抹茶とともにご提供します。
■日時　12 月 2 日（土）、3 日（日）、

9 日（土）、10 日（日）、16 日（土）、
17 日（日）10 時 ～ 15 時

所 問 山口市菜香亭☎ 083-934-3312
    http://www.c-able.ne.jp/~saikou/

　

10
月
５
日
、
芦
森
工
業
株
式
会
社
（
本

社
大
阪
府
摂
津
市
）
が
、
山
口
テ
ク
ノ
パ
ー

ク（
佐
山
）に
新
事
業
所
の
建
設
を
決
定
し
、

山
口
総
合
支
所
で
本
市
と
協
定
調
印
式
を

行
い
ま
し
た
。

　

調
印
に
当
た
っ
て
、
同
社
の
瀬
野
三
郎
取

締
役
社
長
は
「
平
成
20
年
に
山
口
市
へ
進

出
し
、
３
０
０
人
の
従
業
員
を
抱
え
、
年

間
、
自
動
車
用

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
２
９
０
万
セ
ッ

ト
、
エ
ア
バ
ッ
ク

を
２
４
０
万
セ
ッ

ト
を
生
産
す
る
に

至
っ
て
い
る
。
自

動
車
業
界
の
グ
ロ

ー
バ
ル
化
や
厳
し

い
コ
ス
ト
競
争
に
勝
つ
た
め
、
新
工
場
の
建

設
に
踏
み
切
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
支
援
を
お

願
い
し
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
事
業
所
は
、
芦
森
工
業
株
式
会
社
の

現
地
子
会
社
「
芦
森
工
業
山
口
株
式
会
社
」

の
第
３
工
場
と
な
り
、
平
成
30
年
８
月
に
操

業
開
始
予
定
で
す
。
新
規
雇
用
は
地
元
を
中

心
に
１
０
０
人
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

 

産
業
立
地
推
進
室

　

☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
１
３

　

10
月
5
日
、
華
道
家
の
假
屋
崎
省
吾
氏

が
、「
第
35
回
全
国
都
市
緑
化
や
ま
ぐ
ち
フ

ェ
ア
」（
愛
称
山
口
ゆ
め
花
博
）
の
事
前
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
山
口
ゆ
め
花
博 
花
育
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
の

出
席
に
合
わ

せ
、
市
長
を
表

敬
訪
問
さ
れ
ま

し
た
。

　

山
口
ゆ
め

花
博
で
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
テ
ー

マ
展
示
等
も
手

掛
け
る
假
屋

崎
氏
は
、
主
会

場
と
な
る
山
口

き
ら
ら
博
記
念
公
園
を
視
察
さ
れ
、「
展
示

イ
メ
ー
ジ
が
一
瞬
で
ひ
ら
め
い
た
。
夢
が
あ

る
と
行
き
た
く
な
る
と
思
う
の
で
頑
張
り
た

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
口
ゆ
め
花
博
は
、
平
成
30
年
9
月
14

日
（
金
）
か
ら
52
日
間
開
催
さ
れ
ま
す
。
期

間
中
は
１
０
０
０
万
の
花
が
咲
き
誇
り
、
子

ど
も
の
育
ち
を
支
え
る
公
園
や
ナ
イ
ト
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

 

山
口
ゆ
め
花
博
推
進
室

　

☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
３
２

問

假屋崎氏と歓談する市長ら

ウェブサイト
でも公開中

問

左から瀬野社長、大谷県商工労働部長、市長

芦
森
工
業
が

新
事
業
所
建
設
を
決
定

假
屋
崎
省
吾
氏
が

市
長
を
表
敬
訪
問

変更のお知らせ　市報やまぐち 11月 15日号の表紙でお知らせしたイルミネーション関連の日程が変更されました。
①大殿大路周辺…12月 26日まで→ 12 月 25 日までに変更 ／ ②新山口駅南北自由通路…12月 3日から→ 12 月 9日からに変更
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写
真
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
絵
画
な

ん
で
す
よ
ね
。
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て

い
る
の
で
す
か
？

　
写
真
で
撮
っ
た
一
瞬
の
タ
イ
ミ
ン
グ

を
色
鉛
筆
だ
け
で
描
画
し
て
い
ま
す
。

白
い
キ
ャ
ン
バ
ス
の
白
は
生
か
し
、
影

や
風
景
な
ど
に
色
を
つ
け
て
い
ま
す
。

毛
並
み
の
繊
細
さ
や
透
明
感
を
出
す
こ

と
な
ど
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

猫
が
多
く
描
か
れ
て
い
る
理
由
は
あ
る

の
で
す
か
？

　

家
の
周
り
に
い
る
猫
の
生
き
る
力
に

魅
せ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
例
え
ば
、

「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
」
で
描
い
た
猫
は
、
慎
重

で
無
茶
を
し
な
い
性
格
だ
と
思
っ
て
い

た
の
で
す
が
、
そ
の
猫
が
周
り
の
猫
を

ま
と
め
て
い
て
、
自
分
に
な
い
力
強
さ

を
感
じ
ま
し
た
。
生
き
方
に
感
銘
を
受

け
た
猫
を
描
い
て
い
る
と
、
自
然
と
私

題名「ポジティブ」

展覧会 「チロでポジティブ」
新進アーティスト大賞に出品された作品３点のほか、
車を描いた最新作なども初めて公開します。

　

本
市
で
は
、
地
元
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
育
成

す
る
と
と
も
に
、
地
域
や
住
民
が
支
え
る
仕

組
み
づ
く
り
を
目
指
す
「
芸
術
家
育
成
支
援

事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
し

て
、
将
来
一
層
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
本
市

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
「
や
ま
ぐ
ち
新
進
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
大
賞
」
と
し
て
賞
を
贈
り
、
創
作

活
動
を
奨
励
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
第
９

回
大
賞
受
賞
者
の
吉
村
大
星
さ
ん
に
作
品
に

対
す
る
思
い
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

の
気
持
ち
ま
で
明
る
く
前
向
き
に
な
っ

た
ん
で
す
。
そ
ん
な
気
持
ち
に
変
え
て

く
れ
た
猫
へ
の
敬
意
を
込
め
て
、
作
品

名
を
決
め
ま
し
た
。

今
後
の
目
標
な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

こ
れ
ま
で
は
、
猫
な
ど
の
軟
ら
か
い

毛
質
を
描
く
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
今
は
車
な
ど
の
違
う
質
感
の
絵
を

描
い
て
い
ま
す
。

　

大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
は
、
淘
汰
さ

れ
て
い
く
動
物
や
自
然
と
、
人
が
創
り

出
し
て
日
々
進
化
し
続
け
て
い
る
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
を
、
作
品
全
体
を
通
じ

て
表
現
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
両

側
面
を
描
い
た
作
品
が
、
私
が
住
ん
で

い
る
徳
地
地
域
や
今
の
時
代
の
遺
産
と

し
て
、
ま
た
自
分
自
身
も
含
め
て
人
が

生
き
て
い
た
と
い
う
証
と
し
て
、
残
り

続
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

第９回

題名「ポジティブ」

1992 年徳地生まれ。画家である父 吉村
芳生の影響を受け鉛筆技法で絵画を描く。
独学で学び、これまで県美術展覧会の佳
作や市美術展覧会の大賞など数多く受賞。

吉村 大星（25）
Yoshimura Taisei

 

画
家

入場無料

期間　11.30（木） ～ 12.5（火）
時間　10:00 ～ 18:30
　　　　（金土日は 19:00 まで、最終日は 16:00 まで）

場所　山口井筒屋 5 階 美術ギャラリー

問 

文
化
交
流
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
１
７

問 や
ま
ぐ
ち
新
進
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
大
賞



平
成
30
年
9
月
14
日
〜
11
月
4
日

やまりん

②花の谷ゾーン

③庭のパビリオンゾーン

山
口
ゆ
め
花
博

④森のピクニックゾーン

①ウェルカムゾーン

④
森
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
ゾ
ー
ン

「
明
日
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
ラ
イ
フ
を
満
喫
」

公
園
の
将
来
の
使
い
方
、
楽
し
み
方
を
体

感
で
き
ま
す
。
山
口
市
の
Ｐ
Ｒ
ス
ペ
ー
ス

に
は
、
湯
田
温
泉
別
湯
の
「
足
湯
」
や
、

新
山
口
駅
の
自
由
通
路
を
模
し
た
「
小
さ

な
垂
直
の
庭
」
が
整
備
さ
れ
ま
す
。
こ
の

ほ
か
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
よ
る
グ
ル
メ
料

理
の
提
供
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
が
楽
し

め
る
に
ぎ
や
か
な
ゾ
ー
ン
で
す
。

明
治
１
５
０
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
や
ま
ぐ
ち
未
来
維
新
」
の
中
核
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、「
山
口
か

ら
開
花
す
る
、未
来
へ
の
種
ま
き
。」
を
テ
ー
マ
に
開
催
す
る
、山
口
ゆ
め
花
博
を
紹
介
し
ま
す
。

①
ウ
ェ
ル
カ
ム
ゾ
ー
ン

「
期
待
ふ
く
ら
む
ア
プ
ロ
ー
チ
」

た
く
さ
ん
の
花
で
「
山
口
ゆ
め
花
博
」
へ

の
期
待
感
を
さ
ら
に
高
め
る
メ
イ
ン
ゲ
ー

ト
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
育
て
た
花
が
皆

さ
ん
を
出
迎
え
ま
す
。

②
花
の
谷
ゾ
ー
ン

「
咲
き
誇
る
１
０
０
０
万
の
花
」

緑
化
フ
ェ
ア
の
メ
イ
ン
と
な
る
圧
倒
的
な

花
の
数
・
美
し
さ
で
、
こ
こ
に
し
か
な
い

非
日
常
の
大
花
壇
、
夢
の
庭
園
で
す
。
そ

の
中
に
は
国
際
園
芸
博
覧
会
で
金
賞
を
獲

得
し
た
山
口
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ユ
リ
「
プ

チ
ブ
ラ
ン
」「
プ
チ
ル
ナ
」
な
ど
も
登
場

し
ま
す
。
　

　
③
庭
の
パ
ビ
リ
オ
ン
ゾ
ー
ン

「
庭
の
新
し
い
魅
力
に
出
会
う
体
験
」

造
園
会
社
や
農
業
高
校
等
に
よ
る
庭
づ
く

り
の
提
案
や
、
来
場
者
が
自
ら
の
庭
づ
く

り
に
生
か
せ
る
ヒ
ン
ト
な
ど
を
紹
介
し
ま

す
。
ま
た
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
く
つ
ろ

ぐ
庭
、
暮
ら
し
を
彩
る
新
し
い
庭
が
体
感・

体
験
で
き
る
ゾ
ー
ン
で
す
。
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⑤山の外遊びゾーン

⑥海の外遊びゾーン

（小学生未満は全て無料）■入場料

たくさんの花や緑とともに、
お子さんをはじめ、ご家族の
皆さんで楽しめるイベント、

「山口ゆめ花博」を山口市で
開催でき、大変うれしく思い
ます。皆さん楽しみにしてい
てください。

⑥
海
の
外
遊
び
ゾ
ー
ン

「
日
本
一
高
い
ブ
ラ
ン
コ
に
挑
戦
」

海
辺
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
遊
び
が
体
験
で

き
ま
す
。
高
さ
約
30
ｍ
の
ブ
ラ
ン
コ
、
ビ

ー
チ
サ
ッ
カ
ー
な
ど
、
海
辺
や
砂
場
で
の

楽
し
い
遊
び
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。「
ナ
イ

ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、
光
る
バ
ル
ー
ン

に
よ
る
参
加
型
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
体

験
で
き
ま
す
。

⑤
山
の
外
遊
び
ゾ
ー
ン

「
日
本
一
長
い
竹
の
コ
ー
ス
タ
ー
に
挑
戦
」

子
ど
も
の
育
ち
を
支
え
、
新
し
い
遊
び
を

創
造
・
体
験
で
き
ま
す
。
全
長
１
０
０
ｍ

の
竹
の
コ
ー
ス
タ
ー
、
わ
ら
で
造
っ
た
巨

大
な
オ
ブ
ジ
ェ
、
遊
具
な
ど
、
遊
び
心
を

育
み
ま
す
。

⑦
２
０
５
０
年
の
森
ゾ
ー
ン

「
森
に
遊
び
、
森
づ
く
り
を
楽
し
む
」

２
０
５
０
年
を
目
指
し
、
立
派
な
森
に
育

て
る
活
動
に
参
加
で
き
ま
す
。
森
な
ら
で

は
の
遊
び
を
体
験
で
き
ま
す
。

⑧
海
の
大
草
原
ゾ
ー
ン

「
日
本
一
広
い
芝
生
広
場
を
遊
ぶ
」

広
い
芝
生
広
場
を
活
用
し
て
、
た
こ
揚
げ

大
会
や
、
ド
ロ
ー
ン
レ
ー
ス
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

市長

会場：山口きらら博記念公園

有料エリア

②

④
⑤

⑥

③

①

ナイトプログラムのイメージ

ちょるる

⑧

⑦

無料エリア

阿知須駅と新山口駅
（有料）から会場まで
シャトルバスを運行

駐車場エリア（無料）

お問い合わせは、市都市整備課山口ゆめ花博推進室まで☎ 083-934-2832

年明けから、各総合支
所、地域交流センター
等で前売り券の予約受
付が開始されます。

ちょるる

区分

一般入場券 全期間通用入場券

普通入場券
（前売券）

特 別 割 引 入 場
券〈70 歳以上・
障がい者等〉

団体割引
入場券

夜間
割引入場券

パスポート券
（前売券）

特別割引
パスポート券

大人 1,200 円
（900 円） 900 円 900 円 600 円 3,000 円

（2,400 円） 2,400 円

高校生 800 円
（600 円） 600 円 600 円 400 円 2,000 円

（1,600 円） 1,600 円

小・中学生 600 円
（500 円） 500 円 500 円 300 円 1,500 円

（1,200 円） 1,200 円
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12  月 月1

12/9（土）
親子ふれあいジャンボリー
会場 維新百年記念公園スポーツ
文化センター

こども家庭課 ☎083-934-2797

開催中のイベント

12/23（土・祝）～25（月）
大内の灯り in 雪舟庭
会場常栄寺雪舟庭

山口観光コンベンション協会 
☎ 083-933-0088

12/23（土・祝）
クリスマスナイトフェスティバル
会場 阿東地域交流センター地福
分館

実行委員会 ☎083-952-0301

1/1（月・祝）
初日にちかう会・文殊岳
集合場所 文殊岳登山入口広場

徳地地域交流センター串分館 
☎ 0835-54-0222

新春体力づくり鴻の峰登山
集合場所 木戸神社

スポーツ交流課 
☎ 083-934-2912

元日登山・雨乞山
集合場所 小郡地域交流センター

小郡地域交流センター 
☎ 083-973-0638

●１ 魅力あふれる県都づくり
山口・小郡の都市核づくり、高次都市機能の集積、新山口
駅を中心とした交通結節機能の強化、広域交通網や都市間
ネットワークの形成により、魅力的で躍動感あふれる「広
域県央中核都市づくり」を力強く進めます。
●２ 暮らしやすい、住み心地の良いまち
21 すべての地域で、住んでみたい、住み続けたいと思えるコ
ミュニティの実現に向け、住民自治に強力な支援を行い、各
地域の特性や個性に応じた拠点づくり、日常生活の支援機能
を強化するなど、「協働のまちづくり」をさらに推進します。
●３ 教育・子育てなら山口
  市立小・中学校における先進の教育環境づくり、安心・快適  
  な学びの環境づくりとともに、安心して子どもを産み育てるこ
  とができる環境や支援体制を充実します。
●４ 働くなら、起業するなら山口
  意欲的な担い手の確保、企業誘致をはじめとした地域雇用の
  創出、起業創業へのチャレンジを支援します。
●５ 健康長寿の優しいまちづくり
  生涯活躍の場づくりや福祉サービスの充実のほか、地域にお
  ける医療機能の維持や地域の支え合いを促進します。
●６ 安全・安心のまちづくり
  自然災害に備えた施設の計画的な整備・改修とともに、日常生活の
  安心を高める救急体制の強化、公共空間のバリアフリー化を進めます。
●７ 文化の薫り、スポーツの賑わい、訪れるなら山口
  多様な地域資源に光を当て磨きをかけて、新たな価値の創造
  や新たな交流・対流を創出します。
●８ 心かよう市民サービス
  市民生活が営まれ、課題発生の最前線である地域に足を運び、
  積極的にかかわり合う、地域第一の市役所づくりに邁進します。

「政策実行 ８つの約束」

　

市
民
の
皆
様
、
渡
辺

純
忠
で
す
。

　

先
の
市
長
選
挙
に
お

き
ま
し
て
、
４
期
目
の

市
政
を
お
預
か
り
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

３
期
12
年
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
県
都
山
口
市
の
ま

ち
づ
く
り
を
、
こ
れ
か
ら
の
４
年
間
、
さ

ら
に
そ
の
先
の
将
来
に
向
か
っ
て
、
必
ず

や
発
展
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
、
そ
の
よ
う
な
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

と
強
い
使
命
感
に
燃
え
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、４
期
目
の
市
政
運
営
に
あ
た
り
、

「
政
策
実
行 

８
つ
の
約
束
」
を
掲
げ
、
こ

れ
ま
で
同
様
に
、
市
民
の
皆
様
と
力
を
合

わ
せ
、
農
山
村
部
も
都
市
部
も
、
山
口
都

市
核
も
小
郡
都
市
核
も
発
展
す
る
、
山
口

市
全
体
が
発
展
す
る
ま
ち
づ
く
り
に
邁
進

し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

あ
ら
ゆ
る
世
代
の
方
々
が
、
豊
か
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
、「
住
ん
で
よ
か
っ
た
、
こ
れ
か
ら
も

住
み
続
け
た
い
」
と
心
か
ら
思
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
山
口
市
の
実
現
を
目

指
し
、
真
正
面
か
ら
大
胆
に
、
着
実
に

挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

「
さ
あ
、
こ
れ
か
ら
で
す
。」
確
か
な
未

来
を
と
も
に
築
い
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

4
期
目
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶
『
さ
あ
、
こ
れ
か
ら
で
す
。』

12/2（土）
日本のクリスマスは山口から点灯式
会場一の坂川交通交流広場

山口商工会議所青年部 
☎ 083-925-2300

問

12/1（金）
クリスマス市セレモニー
会場山口サビエル記念聖堂

山口観光コンベンション協会 
☎ 083-933-0088

問

問

問

12/8（金）、9（土）
やまぐち・フィンランド・クリ
スマスマーケット
会場市民会館中庭

県立大学国際文化学部
☎ 083-928-5410

問

問

山
口
市
長

問

1/21（日）まで
文豪ストレイドッグス×中原
中也記念館 スタンプラリー　
in 湯田温泉
会場中原中也記念館 他

中原中也記念館 
☎ 083-932-6430

問

問

12/28（木）
あいお道の駅まつり
会場道の駅あいお

商工会秋穂支所 
☎ 083-984-2738

問

問




